
接続の前に知ってほしいこと接続
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IP-BUS、光デジタルラインの接続について
●IP-BUSおよび光デジタルラインの端子と
ケーブルは、同じ色どうしを接続してく
ださい。(コネクターの接続部分が色分け
されています。)

●光デジタルラインを接続するときは、
キャップを外してから接続してください。

ノイズ防止のために
●アンテナコードは、20ピンケーブル、IP-
BUSケーブル、スピーカーコードおよび
電源リード線からできるだけ離して配置し
てください。

電源配線キットを別売しています
●システム全体の消費電流が大きくなる場合
は、バッテリーから直接電源をとること
をおすすめします。当社では、電源配線
キット「RD-221」を別売していますの
で、販売店にご相談ください。

接続のポイント

●コネクターは、“カチッ”と音がするまで
押し込んで、確実に接続してください。

●コネクターを外すときは、図のようにコ
ネクター部分を持って引っ張ってくだ
さい。コードを引っ張るとコードが抜け
てしまうことがあります。

コネクターの着脱のしかた

接続上のご注意

●本機のアンプにはBPTLという回路を使用し
ています。スピーカーのリード線を直接
アースしたり、複数のスピーカーの (ー) リー
ド線を、共通にして接続しないでください。

●黒リード線 (アース) は、パワーアンプなどの
消費電流が大きい製品のアースとは別々に取
り付けてください。まとめて取り付けると、
ネジが緩んだり外れたりしたとき、製品の
発煙・故障の原因となる恐れがあります。

●本機と組み合わせるスピーカーには、最大
入力50 W以上のハイパワー用で、インピー
ダンスが4Ωから8Ωのものを使用してくだ
さい。規格以外のスピーカーのご使用は、
スピーカーの発火・発煙・破損の原因とな
ります。

本機と他の製品では同じ働きのコードでも
色が異なる場合があります。本機と他の製
品とを接続される場合、それぞれの製品に
付属の取付説明書をよくお読みになり、同
じ働きのコードどうしを接続してください。

接続・取り付け部品を確認するはじめに
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車への取り付けは、必ずこの取付説明書と別冊の「安全上のご注意」に従って正しく
行ってください。指定以外の取り付け方法や指定以外の部品を使用すると、事故やケガ
の原因となる場合があります。この場合は、当社では一切の責任を負いかねます。

販売店様へ
接続、取り付け作業が完了しましたら、この取付説明書はお客様へお渡しください。
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本製品はEIAJコードカラーに対応しています。

この説明書の印刷には、植物性
大豆油インキを使用しています。

※別売製品の接続および取り付けについては、別売製品に付属の説明書も合わせてご覧ください。

●光デジタルラインは鋭く曲げないでくだ
さい。やむを得ず小さく曲げるときは、
半径 25 mm 以上にしてください。鋭く曲
げると信号の伝達が妨げられ音質に影響を
与えます。

●光デジタルラインは、上に荷物や人が乗
らない場所、ドアなどではさまない場所
に配置してください。

●光デジタルラインは、ヒーターの吹き出
し口など高温になる場所を避けて配置して
ください。

●余った光デジタルラインは直径200 mm以
上のループにして、圧力がかからないよ
うにしてください。

コルゲートチューブの使いかた
●光デジタルライン保護のため部分的に圧力
がかかるようなところには、付属のコル
ゲートチューブを使用して光デジタルライ
ンを保護してください。

クランパーの取り付け
●光デジタルラインを接続する場合、クラ
ンパーを使用することにより光デジタルラ
インが鋭く曲がらないように設置すること
ができます。 (もう一つのクランパーは、
メインユニット背面に取り付け、光デジ
タルラインを固定するのに使用することが
できます。)

光デジタルライン

水平に差し込んでから、
90°回転させます。

クランパー

コルゲートチューブ
部分的に圧力のかかるような
所には、コルゲートチューブ
を適当な長さに切ってご使用
ください。

光デジタルライン

光デジタルラインについて本体関係

本体 × 1

取付アングル × 2

座付きネジ
(4 × 8 mm) × 4

タッピングネジ
(4 × 12 mm) × 4

マジックテープ × 2

コード関係

電源コード × 1

スピーカー出力
コード × 1

IP-BUSケーブル
(3 m) × 1

スピーカー出力延長
コード (3 m) × 5

光デジタルライン
(3 m) × 1

RCAオーディオコード
(白・赤) (3 m) × 1

コルゲートチューブ
(2.5 m) × 1

クランパー × 2



接続端子のなまえと働き接続
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1.5 m

3 m

3 m

システムリモートコントロール
外部アンプのON/OFFをコントロールするために使用
します。(本機がONになるとコントロール信号が出力
されます。）外部アンプのシステムリモートコント
ロールに接続してください。(12 V DC、300 mA以内
でご使用ください。)

アース
車のボディの金属部に確実に接続してください。
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スピーカー出力コード

15 cm

緑

紫

＋バッテリー電源
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係なく、常に
バッテリーから電源が供給される電源回路に接続して
ください。

ヒューズ

(10 A)

黄

青/白

注：電源リード線のヒューズから本体の間に、他
の機器のリード線を接続しないでください。
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電源コード

3 m

スピーカー出力延長コード

(前)

(後)

(左) (右)

リアSP リアSP

フロントSP フロントSP

センターSP

注：本機に外部アンプを接続する場
合、必ず本機の青 / 白リード線
を使用してください。ノイズの
原因となる場合がありますので、
メインユニットの青 / 白リード
線は使用しないでください。
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注：黄リード線は、車のヒューズユニットを
通した後の端子に接続してください。

注：ヒューズを交換するときは、必ず同じ容量
のヒューズと交換してください。

注：スピーカーを接続しないスピーカーリード線
には、何も接続しないでください。

注：サブウーファーの接続には、別売の
外部アンプが必要です。 (☞ 接続r)

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

電源コードの接続接続
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本体

z RCA入力 (白・赤)
メインユニットのRCA出力を接続します。

x光デジタル入力 (青)
光デジタル出力のある製品を接続します。

cスピーカー出力
内蔵アンプを使用する場合、付属のスピー
カー出力コードを接続します。

v電源
付属の電源コードを接続します。

b IP-BUS出力 (黒)
IP-BUS入力のある製品に接続します。

n IP-BUS入力 (青)
IP-BUS出力のある製品を接続します。

m RCAフロント出力 (白・赤)
RCAリア出力 (白・赤)
RCAセンター出力 (黒)
RCAサブウーファー出力 (黒)
RCA入力のある外部アンプと組み合わせる
ときに使用します。

z x vc

nb m



3 m
システムリモートコントロール
外部アンプのON/OFFをコントロールす
るために使用します。(本機がONになる
とコントロール信号が出力されます。）
外部アンプのシステムリモートコント
ロールに接続してください。(12 V DC、
300 mA以内でご使用ください。)

青/白電源コード

(☞ 接続e)

システムリモートコントロール

サブウーファー用
外部アンプ

「例：GM-X7000」

(前)

(後)

(左) (右)

リアSP リアSP

フロントSP フロントSP

センターSP

市販のRCAオーディオコード
センターSP用
外部アンプ

「例：GM-X7000」

リアSP用
外部アンプ

「例：GM-X7000」
市販のRCAオー
ディオコード

フロントSP用
外部アンプ

「例：GM-X7000」

注：本機に外部アンプを接続する場
合、必ず本機の青 / 白リード線
を使用してください。ノイズの
原因となる場合がありますので、
メインユニットの青 / 白リード
線は使用しないでください。

RCA 入力
端子へ

RCA 入力
端子へ

RCA 入力端子へ

RCA 入力
端子へ

サブウーファー

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

外部アンプの接続接続
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本機

RCA映像入力 (黄) へ
市販のRCAビデオコード

メインユニット
例：「DVH-P717」

IP-BUS入力 (青)

IP-BUS接続

IP-BUS (青) IP-BUSケーブル

6 m

RCAビデオコード (「DVH-P717」に付属)

IP-BUS (青)

IP-BUS (黒)

IP-BUSケーブル (付属)

3 m

RCAオーディオコード
(白・赤) (付属)

3 m

3 m

RCA映像入力 (黄) へRCA音声入力 (白・赤) へ

市販のRCAビデオコード市販のRCAオー
ディオコード

IP-BUS入力 (青)IP-BUS出力 (黒)

青

黒

23 cm

15 cm

15 cm

15 cm

15 cm

3 m

16 cm

3 m

ノンフェーディング出力

フロント映像出力

リア映像出力

リアモニター用DVD音声出力
マルチCDプレーヤー
「CDX-P670」など

TVチューナー
例：「TV-W08」

TVモニター接続端子 (橙)

GPSナビゲーション
システム用

集中電源コード

TVチューナー用
リアモニター出力 (黄)
リアモニター (後部座席専用モニター) 用の映像信号が出力
されます。後部座席に設置するモニターの映像入力端子と接
続してください。それ以外は何も接続しないでください。

TVモニター
例：「TV-W08」

注：この端子に接続したモニターは、運転者が走行中に映
像を見ることができる位置には、絶対に設置しない
でください。

（ナビゲーションの取扱説明書）

リアモニター
例：「TVM-W8000」

光デジタルライン (付属)

ーーー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいーーー

システムの接続接続
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動作を確認する

接続・取り付けが終わったら、次の操作を行って、本機が正常に動作することを確認してくだ
さい。

接続・取り付けをもう一度
確認する

確認
接続・取り付けに誤りがないか、各コネクターは
確実に接続されているか、もう一度、目で見て確
認してください。

ボールペンの先などで
リセットボタンを押す

車のエンジンをかける

本機の動作を確認する

(☞ 取扱説明書)
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動作確認

1

取り付け上のご注意

●必ず本機および取付キットに付属の部品を
指定通りに使用してください。指定以外の
部品を使用すると、機器内部の部品をいた
めたり、しっかりと固定できずに外れたり
して危険です。

●助手席にエアバックなどの安全装置装着車
の場合は、安全装置の作動に支障のないよ
うにご注意ください。

ケース

破損

取り付け、固定する前に
●まず仮接続を行い、本機が正常に動作す
ることを確認してから、取り付けを行っ
てください。正常に動作しない場合は、接
続に間違いがないか、もう一度チェック
してください。

アンプの放熱を妨げないために
●本機は冷却効果を高めるため冷却ファンを
使用しています。このため、冷却ファン
の周辺は十分なスペースをあけて取り付け
てください。また、ヒーターの吹き出し
口など高温になる場所への取り付けや、
カーマットなどで本機全体を覆うなどの取
り付けかたは絶対に行わないでください。

ノイズ防止のために
●アンテナコードは、20ピンケーブル、IP-
BUSケーブル、スピーカーコードおよび
電源リード線からできるだけ離して配置し
てください。

この部分をふさが
ないでください。

取り付けのポイント

取り付けの前に知ってほしいこと取付

1 本体を取り付ける取付

2

マジックテープを使用して取り付ける 取付アングルを使用して取り付ける

取付アングルを本機に取り付ける

本機を車に取り付けるために、取付アングルを本機に取り付けます。

取り付ける位置を決め、穴を開ける

タッピングネジで、しっかり固定する

タッピングネジ (4 × 12 mm) × 4

3

取付ボード

印を付けます。

Φ2～2.5 mmの穴をあけます。

2

座付きネジ (4 × 8 mm) × 4
取付アングル× 2

1付属のマジックテープを本機の底面に貼り付ける

マジックテープを張り付ける前に、汚れをよくふきとってください。

カーマットに直接張り付ける

カーペット

本体

2

マジックテープ× 2

1

取り付け上のご注意

●次のような場所には絶対に取り付けない
でください。

＊ダッシュボードやリアトレイの上のよ
うに、直射日光のあたる場所。

＊ヒーターの吹き出し口の近く。

●ドア近くの雨水がかかりやすい場所には
取り付けないでください。

●フロントシートの下に取り付けるときは、
シートのスライドに支障がないように取
り付けてください。


